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要旨：植物の老化は単なる機能低下ではなく、不要となった組織から栄養素

を回収してくる一種の programmed cell death である。葉の黄化（クロロフ

ィル分解）は老化の大変良い指標であるが、これも多岐にわたる老化現象の

ひとつである。私たちはこれまで突然変異体を用いた分子遺伝学的アプロー

チによりこの現象を解析してきた。本セミナーでは私たちが行ってきた葉老

化メカニズムの解析について紹介したい。 
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